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は　じ　め　に
　１２世紀以降，パリ，ボローニャなどの西欧諸都市において，教師や学生
のギルド，すなわちウニヴェルシタス（	）が生まれる。ウニヴェル
シタスは，もともと教師や学生の地理的出自ばかりでなく，教授資格，学
位などにおいても国際的な性格をもつ。その意味で，これらのウニヴェル
シタスはストゥディウム・ゲネラーレ（	
		）とも呼ばれる。西
欧各地から教師や学生が参集するストゥディウム・ゲネラーレにおいては，
やがて，同郷のものが相互の利益をまもるために団結し，国民団
（）を形成する。
　新参の教師や学生は，国民団が管理する学籍登録簿（）に登録す
ることによって，ウニヴェルシタスのメンバーとしての諸特権を享受する
ことになる。たとえば，ボローニャでまなぶドイツ国民団の学生が民事訴
訟にまきこまれたばあい，世俗の法廷ではなく，大学の法廷において裁判
をうけることができる。そのほかに，一般市民に科される夜警，軍務など
の役務も，税金も免除される１）。
　１４世紀中葉以降，ドイツにもウニヴェルシタスの諸制度が移植される。
制度的移植によって生まれたドイツ大学は，もともと教師や学生の地理的
出自，教授資格，学位などにおいて国際的，普遍的な性格をもたず，ストゥ
ディウム・パルティクラーレ（	
	
），すなわち地域的存在に
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すぎない。宗教改革ののち，信仰属地主義が採用されたことにより，ドイ
ツにおいては諸領邦が宗教的，政治的に分立することになる。ドイツ大学
は，さらに地域的・領邦的存在となり，学籍登録制度に宗教的・政治的な
異分子のチェック機能を担わせることになる２）。
　ドイツのストゥディウム・パルティクラーレは，１７世紀末から１９世紀は
じめにかけて「国際学問研究センター」として蘇生する３）。その過程にお
いて，学籍登録制度もさまざまに機能をかえる。本稿では，１９世紀のプロ
イセン大学，とくにベルリン大学の学籍登録制度の変遷をたどる。なお，
本文末には，学籍登録に関する規定や法令の訳文を資料として掲載する。
．　プロイセン一般ラント法
　ドイツにおいては，１８世紀後半から１９世紀初頭にかけて，領邦君主に
よって法典が編纂される。プロイセンでは，フリードリヒ大王（
）の時代から法典編纂の必要性が認識されていたが，その没後の
１７９４年にプロイセン一般ラント法（	
			
	

）が制定される。この法典は，「国家は，その究極目的
に照らして全住民の外的行為を指導する権利をもっており，身分的な編成
とあらゆる階級の経済的な緊縛を厳格に維持する」４）という認識から作成
される。同時に，新しい法典をドイツ語によって精緻に編纂しなければな
らないという法曹界からの実務的な要請も反映される５）。
　プロイセン一般ラント法（以下，一般ラント法と略記）は，２部（）か
２）　森川潤，「ドイツ大学学籍登録制度について――宗教改革期の旧教大学の場合
――」，『広島大学大学院教育学研究科博士課程論文集』第９巻，１９８３年１０月。
３）　シェルスキー，田中昭徳・阿部謹也・中川勇治訳，『大学の孤独と自由』，未
来社，１９７０年，４０頁。
４）　ハルトゥンク，成瀬治・坂井栄八郎訳，『ドイツ国制史』，岩波書店，１９８０
年，１７５頁。
５）　石部雅亮，『啓蒙的絶対主義の法構造――プロイセン一般ラント法の成立』，有
斐閣，昭和４４年，１２５頁。
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らなり，第１部は一般法，自然法，平等法，第２部は特別法，社会法，不
平等法，すなわち，まず原則が示され，ついで例外が提示されるという構
造をもつ６）。内容的には，民法ばかりでなく，商法，身分法，刑法，教会法，
荘園法，行政法，警察法までも内包する公私法にまたがる包括的な大法典
である７）。一般ラント法は，個人生活の領域にまで国家的規制がおよぶ啓
蒙絶対主義国家の典型的な法典である。
　プロイセン一般ラント法は，第２部において，教育制度についても規定
する。第２部第１２章「下等・高等学校について」は，まず，「学校と大学は
国家（）の施設であり，若者（）に有用な知識と学問（
）を教授することをめざす」（第１条）といった一般的な「概念」に言
及する。第１２章は，「　公共の学校について」，「　教養学校（
）およびギムナジウムについて」，「　大学について」からなる。
　「　大学について」は，当時のすべてのプロイセン大学，すなわちケー
ニヒスベルク，フランクフルト・アン・デア・オーダー，ハレの諸大学に
ついて規定したものであり，「内部規定」（		
），「裁判管轄」
（	
），「教師の権利」（	），「学生の受け入れ」
（	
	

），「学生の勉学およびかれらの生活様式の監
視」（	
				），「大学における紀律につい
て」（	
		），「私事における学生の諸権利」
（	
），「とりわけ借財
について」（	
），「学業証明につ
いて」（	

）からなる。
　「学生の受け入れ」は，第７４条から第８０条までの７条からなり，学籍登録
手続き，学籍登録資格，学籍登録によって学生が享受する権利について規
定する。以下，「学生の受け入れ」を中心として，１９世紀を直前にしたプロ
イセン諸大学の学籍登録制度を概観する。
６）　同上書，１６２～１６３頁。
７）　小林孝輔，『ドイツ憲法史』，学陽書房，１９８０年，８０～８１頁。
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　まず，冒頭において，学籍簿への登録という中世以来の儀式が学生の身
分を取得するための前提条件であることが明示される（第７４条）。具体的に
は，学籍登録しようとするものは，大学評議会の代表のもとに学籍登録を
申請しなければならない（第７６条）。
　申請後，学籍登録をみとめられた学生は，学長からその土地の大学の諸
規則および警察規則を提示され，それらの規則を遵守するよううながされ
る（第８０条）。この学籍登録の儀式において，学籍簿が学生に手渡される。
その後，学生は学部長に学籍簿を提示する（第８１条）。それは，所属を希望
する学部の学部長に学部名簿に記載してもらうためである。
　つぎに，学籍登録しようとするものは，学籍登録を申請するさいに，出
身学校の証明書を提出しなければならない（第７７条）。「　教養学校およ
びギムナジウムについて」の第６４条によれば，学校の証明書とは，公立学
校に通学したプロイセン出身者の学業成績および道徳的な素行（
）について学校教員および学校監督官（		
）が署名した
証明書である。証明書には，「生徒の品行や勤勉さ，言語（古典語と現代
語）や学術的知識とくに歴史の知識」について記載される８）。
　プロイセンでは，１７８７年に高等学務委員会（	
	）が設置
され，翌年にはじめて大学入学資格試験規則（	
）が制定・公
ア ビ ト ゥ ア
布される。当時のドイツにおいては，大学へ進学するための中等教育機関
が整備されず，しかも大学入学資格も明確でなかったために，予備的な教
育をうけていない農民や手工業者の子弟も大学に入学していた。このアビ
トゥア制度は，無能な学生が大学に殺到するのを試験によって阻止するた
めのものであり，この試験はあらゆる階級に平等に実施される９）。
　ドイツ大学では，証明書が重視される。１７世紀のインゴルシュタット大
学では，修辞学の修得証明書がなければ，哲学の講義を聴講することがで
８）　望月幸男，『ドイツ・エリート養成の社会史』，ミネルヴァ書房，１９９８年，３４頁。
９）　	
	１７８０１９８０	
（
）１９８４２４
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きなかった。１７世紀以降に創設された新しい大学において，それまでに通
学したギムナジウムや大学の教員や事務局が作成する勤勉や善行について
の証明書がもとめられる傾向がある１０）。
　私的な教育をうけたために，証明書を提出できないもの，または特別の
事情により試験をうけなかったもの（追加条項第１３３条）１１）は，該当者のた
めに設置された試験委員会に出頭し，試験を受けなければならない（第７８
条）。試験は，学籍登録（	
）期間の前の最初の一週間以内に実
施される（追加条項第１３３条）。試験の結果，予備知識という点において，
未習熟（）であると判定されたものは，学籍登録を拒絶されるか，ま
たは欠落したものを補足するよう指示される（第７９条）。奨学金（
）に志願する資格はないとしても，未習熟のものも学籍登録をみとめ
られる（追加条項第１３３条）。
　外国人（	）のばあいには，試験委員会が実施する試験を免除され
る（追加条項第１３３条）。一般ラント法には，外国人，異邦人（），
邦人（），プロイセン出身者（	
）といった表現がみ
られる。プロイセン出身者とは，字義どおり，プロイセン王国領土の出身
者をさす。
　異邦人とは，ドイツ国内でも，一般ラント法の適用外にある地域，すな
わちプロイセン以外のドイツ諸領邦の人びとをさす。外国人とは，ドイツ
国外の人びとを意味し，同時に異邦人をも包摂するより広い概念である。
　ブランデンブルク選挙侯フリードリヒ三世（初代プロイセン王フリード
リヒ一世）は，「国際的な一大研究期間，世界的な大学」を構想し，１６９４年
にハレに大学を創設する１２）。１７３７年には，ハレ大学を凌駕することを目的
１０）　	
				
	
	
	
	３	１８０４（	
１９７３）３９４
１１）　	



	
２
	
		

１８５５
（	
１９９０）５４０
１２）　島田雄次郎，『ヨーロッパの大学』，玉川大学出版部，１９９０年，１７７頁。
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とするゲッティンゲン大学が生まれる。ハノーヴァー選帝侯ゲオルク二世
（イギリス王ジョージ二世）から大学創設の任を委ねられたミュンヒハウゼ
ン（	
）は，領邦や神聖ローマ帝国だ
けでなく，諸外国からも貴族階層の青年を誘引するために，「社交と洗練
に秀でた大学」を構想する１３）。両者は直線にして７０キロメートルの距離に
すぎない。
　当時，プロイセン以外のドイツ諸領邦では大学入学資格試験を導入して
いない。プロイセンの大学に入学を希望する異邦人や外国人に試験を実施
するとすれば，入学志願者は減少する。つまり，試験免除は外国人，とり
わけプロイセン以外のドイツ諸領邦の出身者にたいする優遇策にほかなら
ない。
　さいごに，ひとたび学籍登録の手続きをおえれば，大学都市にとどまる
かぎり，また，犯罪行為により他の裁判管轄に組み込まれないかぎり，大
学メンバーとしての身分を保証される（第７５条）。一般ラント法では，大学
メンバーとして享受する権利として裁判特権だけをあげる。裁判特権とは，
プロイセンの大学に学籍登録したものは，大学の裁判所（	
）の了承と許可がないかぎり，拘束されたり，市側に召喚されたりす
ることはない（第９９条）というものである。
　裁判特権は，大学都市を訪れる異邦の学生にとってもっとも基本的なも
のである。ドイツは，３０年戦争ののち，フランスのヘゲモニーのもとで３００
余の領邦国家群に解体する。領邦国家や都市はそれぞれラント法や都市法
によって領域内の自由人の生命と財産と生活を保護する。雑多な法が混在
するなかで，大学も特殊な法域として異邦の学生が裁判に巻き込まれたば
あいには保護する。しかも，大学においては社会的出自の相違があったと
しても，享受する特権はおなじである。
　プロイセン諸大学の学籍登録制度については，プロイセン一般ラント法
１３）　．ヴァイグル，三島憲一・宮田敦子訳，『啓蒙都市の周辺』，岩波書店，１９９７
年，２９９頁。
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が長期間にわたり効力をもち１４），その後の学籍登録制度の底流に生きつづ
ける。
．　フリードリヒ・ヴィルヘルム大学規約
　ドイツの大学は，フランス革命の勃発により新たな局面をむかえる。１７９８
年にはフランス革命軍によりライン左岸が占領され，さらに１８０６年には皇
帝ナポレオン（	
）が率いるフランス軍の前にプロイセン
軍は大敗を喫する。神聖ローマ帝国は瓦解し，ドイツ領邦体制は再編成さ
れる。１８０７年７月のティルジットにおける屈辱的講和により，プロイセン
は領土の半ばを失っただけでなく，多額の戦争賠償金の支払い，大陸封鎖
令による対英貿易の禁止，フランス軍の駐留費負担などにより経済的に逼
迫し，国家存亡の危機におちいる。
　エルベ以西の全プロイセン領土はフランスの支配下におかれ，ハノー
ヴァー選帝侯国をふくむウェストファーレン王国が誕生する。ゲッティン
ゲンだけでなく，プロイセン高等教育の中心であるハレもこのフランスの
衛星国にくみこまれる。解体の危機に瀕したハレ大学は，１８０７年８月，学
長シュマルツ（	
		）を団長とする代表団を国
王フリードリヒ・ヴィルヘルム（	

）三世のもとに派遣し，
大学のベルリン移転を陳情する。このとき，国王はシュマルツに「国家は，
物質力において失ったものを精神力によって補わねばならない」（
	
	




	
		）と
語ったといわれる１５）。
　窮境のなかで，シュタイン（	

），ハ
ルデンベルク（	
）といった開明的な官僚が登用され，
１４）　	
	




	
		１９９２１４５
１５）　	
		
		
	
	１８６０（１９８１）３７
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国家再建のための内政改革に着手する。改革の主眼は，プロイセンの後進
性からの脱却にあり，農民の解放，都市の自治行政，営業の自由などの市
民生活から行政，軍制，教育制度などにわたる広範な分野において近代化
がはかられる。それは，「フランス革命が行った社会的プログラムの全て」
である１６）。フランス革命の自由と平等の理念を開明的な官僚の主導のもと
に上から部分的に実現し，それによって政治的革命を避けようとする改革
である。
　ハレ大学の移転問題は，あたらしい理念にもとづく大学の設置構想とし
てプロイセン改革の一環に組み込まれ，１８１０年１０月にベルリン大学が開学
する。ベルリン大学開学の前後には，学籍登録制度にかかわる動きがみら
れる。
　第１に，内務省文教局長（	


）に
就任したジュフェルン（	
	
）は，前任者のフンボルト
（	

）の方針を継承し，１８１２年１０月１２日付でアビ
トゥア試験規則（	
）を公布する。それは，ラテン語学校を本
格的な中等教育機関であるギムナジウムへと再編するために，教科課程を
統一しようというこころみであり，１７８８年の規則を拡大，精密化したもの
である。この試験規則にもとづいて試験を実施できる学校だけが大学への
入学許可権をあたえられ，それがギムナジウムの基準となる１７）。
　この制度のもとでは，大学入学資格，すなわちアビトゥア（）を取得
しなければ，大学へすすみ，弁護士，医師といった国家試験による専門職
にたどりつくことはできない。子どもたちは，まず，アビトゥア試験を実
施できる学校に入学し，さらにアビトゥアを取得しなければならない。当
時のドイツ諸邦では，プロイセンにしか「両親と生徒にとってのこのよう
な恐怖の的」１８）は存在しなかった。当時の多くの知識人のなかにはこの制
１６）　ハフナー，魚住昌良監訳，『プロイセンの歴史』，東洋書林，２０００年，１５８頁。
１７）　	
３８
１８）　ベーン，飯塚信雄他訳，『ビーダーマイヤー時代――ドイツ十九世紀前半 
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度に否定的な見解をもつものが多かった。ゲーテも，「愛すべき少年を，若
い人たちは，早いうちから飼い慣らし，自然や独創性や野性味を一切取り
除いてしまおうとしている。だから，結局，俗物以外の何者でもなくなっ
てしまうのさ」と嘆いている１９）。アビトゥア試験制度は，やがて近隣の諸
邦にも波及する。
　第２に，１８１０年１２月２８日付の裁判管轄に関する規定（）２０）によ
り，「従来，大学で行使されてきた大学の裁判管轄（	
	
）は放棄され，学生の法律事件の手続きのすべてを規定していた従前
の規定は効力を失う」（第１条）。それによって，学長，教授，私講師，法
律顧問（），秘書官（）は国家官吏の裁判籍に移され（第２
条），その他の大学関係者（	
），学生の従僕などは，そ
れぞれその身分に応じた裁判籍にもどされる（第３条）。
　学生だけが，その出自の相違にかかわらず，特別の裁判籍，しかも特免
された者（）の裁判籍（	
）を享受することになる（第４条）。
学生は，例外なく，ベルリンにおいては王室裁判所（	
），ケー
ニヒスベルクとブレスラウの場合には上級ラント裁判所（	
），
フランクフルト・アム・マインでは都市裁判所（	
）のもとに特免
者（）の裁判籍に組み込まれる（第５条）。１８４９年には，この治外法
権という裁判籍は放棄され，学生はその出生地の通常の裁判に組み込まれ
る。
　第３に，プロイセン国王は領邦民が他邦へ留学することを禁じていたが，
そうした政策を転換する。フリードリヒ大王は，１７４９年１０月と１７５０年３月
に勅令を発布し，プロイセン領民が異邦の大学や学校へ遊学することを禁
じる。それは，１７３６年に創設されたゲッティンゲンなどの近隣の大学に領
の社会と文化』，三修社，１９９３年，２７３頁。
１９）　エッカーマン，山下肇訳，『ゲーテとの対話』下，岩波書店，２００４年（１９６８
年第１冊），２１７頁。
２０）　	
		４６６

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邦民が流出するのを阻止するための方策である。その後，ベルリン大学の
創設をひかえ，フリードリヒ・ヴィルヘルム三世は，１８１０年４月１３日付の
勅令により，国務大臣ドーナ（	
	
		
）に
「従来存在した異邦の学校や大学への遊学禁令を放棄する」よう命じる２１）。
　１８１６年１０月３１日に，創設期の諸規則が廃棄され，あらたにフリードリ
ヒ・ヴィルヘルム大学規約２２）が制定され，翌春，施行される。規約は，
「大学全般について」，「学部および学部長について」，「学長及び評議会につ
いて」，「大学の下級官吏について」，「学生（）について」，「研究
所及びコレクション（）について」，「学位（	

）について」など全９章からなる。以下，第６章の「学生について」を
中心として，１９世紀はじめのベルリン大学における学籍登録制度について
概観する。
　第１に，学籍登録のまえに登録資格が問われる。学籍登録資格について
は，ふたつの側面から規定される。ひとつは大学入学資格試験にかかわる
ものであり，もうひとつはその他の事由による除外規定である。まず，邦
人の場合には，あらかじめ１８１２年１０月１２日付の大学入学資格試験規則にも
とづく試験を受験し，試験証明書を提出しなければならない。申請者は，
いうまでもなく，この試験規則にもとづき，試験を実施できる学校，すな
わちギムナジウムに通学していなければならない。
　アビトゥア試験を受験しなかったものは，ベルリンに到着したのち，お
そくとも３日以内に申請し，習熟試験をうけなければならない。試験は，
ベルリンの「混成の試験委員会」において実施される。「混成」とは，構成
メンバーが大学の代表者と中等教育機関の代表者からなるという意味であ
ろう。この試験により大学への入学資格を取得したものは，おそくとも試
験後３日以内に学籍登録しなければならない。
　当時，アビトゥア試験のような試験を実施していないプロイセン以外の
２１）　	
		５３７
２２）　	
		４１４４２８
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諸邦の出身者は，試験証明書を提出する必要もなく，試験委員会が実施す
る習熟試験を受験する必要もない。出身地から持参した素行に関する証明
書を提出するだけで，大学に受け入れられる。
　つぎに，除外規定も設定され，該当者は学籍登録を認められない。ベル
リン大学が無条件の協定を結んだ大学から退学処分を受けたものは，学籍
登録は許されない。条件付きの協定を結んだ大学から退学処分を受けたも
のは，一定の条件のもとでのみ学籍登録される（第４条）。さらに，すべ
ての国家公務員および軍役者，他の教育機関に所属するすべてのもの，営
業許可証を放棄しなければならないものの学籍登録は厳禁とされる（第５
条）。
　第２に，学籍登録手続きについては，学籍簿への登録が学生の身分を取
得する前提条件である（第１条）ことにかわりはない。試験証明書を持参
した邦人および異邦人は，おそくともベルリン到着後８日以内に学籍登録
を申請しなければならない。学籍登録資格を認定されたものは，学長の臨
席のもとで，秘書官が立会い，指定された時間に学籍登録をおこなう（第
６条）。学籍登録者は，大学規則を遵守するという宣誓のかわりに，学長
と握手し，学籍簿，学生の規則および身分証明書を受けとる（第７条）。
　そのさい，学籍登録者は以下の学籍登録料を支払う（第８条）。学籍簿の
ために４ターラー，図書館のために１ターラーである。ただし，すでに他
の大学に在籍した経歴があるばあいには，その半額だけ支払う。学籍登録
料の支払いが不能なばあいには，学長の裁量により，学籍登録料を免除す
ることができる。
　ドイツでは，南独がグルデン，北独がターラーを使用していただけでな
く，プロイセン領邦内でも雑多な通貨が流通していた。プロイセンでは１８２１
年の貨幣改革により，１ターラーは３０銀グロッシェン，１銀グロッシェン
は１２プフェニッヒという貨幣価格が設定される２３）。貨幣の価値をイメージ
２３）　久光重平，『西洋貨幣史』下，国書刊行会，平成７年，１３０９頁。
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するための適切な例はみいだせないが，１８４０年代のベルリンの熟練した肉
屋，錠前工，機械工，光学機械工は部屋と食事つきで１日あたり１ター
ラーの日当が約束される。それにたいして，錠前職人は親方に住居と食事
を提供され，１日あたり６ないし８グロッシェンの日当である２４）。ちなみ
に，１８３０年代の郵便料金はベルリンからボンへは９，ベルリンからパリへ
は１７，５銀グロッシェンである２５）。
　学籍登録者は，学籍登録後８日以内に所属を希望する学部の学部長に当
該学部の名簿に在籍者として記載してもらうよう願いでなければならない
（第９条）。学部リストへの登録にさいしては，学部長に１ターラー支払わ
なければならない。ただし，すでに他大学に在籍した経歴があるばあいに
は，半額だけ支払う。
　規約は，転学部についても言及する。転学希望者は，在籍学部の学部長，
ならびに転学しようとする学部の学部長に転学について届け出でなければ
ならない（第１０条）。登録にさいしては，あらたに学籍登録料を支払う必要
はない。転学部は，学期終了期か開始期だけにおこなわれる。
　第３に，学籍登録者は学籍登録によって大学規則に規定された諸権利を
享受する（第１１条）。諸権利とは，市民としての個人的な負担から開放され，
ベルリンに居住する権利，１８１０年１２月２８日付の布告において承認された裁
判籍，大学の講義を聴講する権利，研究室ならびに図書館を利用する権利
である。所属学部によっては，附属病院や獣医学校の施設を使用する権利
シ ャ リ テ
も認められる。
　それらは，大学人としての権利と総称されるが，私事においては，学生
アカ デ ミ ッ シ ェ・フ ラ イ ハ イ ト
は慣例にしたがいその出生地または郷里の法律の管轄下におかれる（第９７
条）。また，いかなる学生も大学に在籍するかぎり，大学の裁判所（
	）の了承と許可がないかぎり，拘束されたり，市側に召喚され
たりすることはない（第９９条）。
２４）　『ビーダーマイヤー時代』，１７６～１７７頁。
２５）　同上書，２０４頁。
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　そうした諸権利は以下のばあいには停止する（第２５条）。第１はベルリン
大学において学位を取得した場合である。ただし，学位取得後でも，本人
が願い出れば，大学人としての権利をなお半年保持することができる。第
２は，国家試験に合格し，公務についた場合である。第３は，学籍登録後，
４ヶ年経過した場合である。つまり，在籍期間は４年が上限である。第４
に，自らの意志によりベルリンを４ヶ月間留守にすれば，諸権利を失う。
第５は，諭 示 退 学 及び退学処分である。諭示退学とは，追放（
コンシリウム・アベウンディ
）を見合わせるために，自由意志による退去の勧告を意味する。
　第４に，ベルリン大学における勉学をおえる学生は，学籍簿を返却しな
ければならない。邦人の場合には，大学を卒業する旨を学部長に通知し，
学長から，その素行に関する大学の証明書を受けとる。その手数料として，
学長に１ターラー，秘書官に１２グロッシェン，事務官に２グロッシェン，
都合１ターラ １ー４グロッシェンを支払わなければならない。外国人の場合
にも，学長と学部長に大学を卒業する旨を通知しなければならない。ただ
し，その行状に関する証明書については，受領することが望ましいと本人
が判断した場合にのみ，上記の手数料を支払わなければならない。この手
続きを怠った者は，その姓名が告知板に公示される（第２８条）。
　学生は，素行に関する証明書だけでなく，自分が聴講した講義及び講義
における勤勉さに関する証明書，すなわち学業成績証明書を在籍した学部
に請求する権利をもつ。この証明書は，大学事務局において作成され，学
部長が署名する。その手数料として，学部長に２ターラー，秘書官に１２グ
ロッシェン，事務官に２グロッシェン，都合２ターラ １ー４グロッシェンを
支払わなければならない（第２９条）。
　学長のもとでの学業終了の儀式において，学生は学籍簿を返却する。学
生は，それによって大学人としての権利を失う。返却者名は，警察にも通
知され，その姓名は告知板に掲示される。医学部生が学籍簿を返却した場
合，軍医アカデミーにも通知され，もはやアカデミーで聴講することは許
されない（第２７条）。学生が，学籍簿を返却することなく，学籍簿を失効さ
広島修大論集　第４６巻　第１号（人文）
―　　―２２８
せた場合，その姓名は告知板に掲示される（第３０条）。
　１９世紀のドイツにおいては，ほとんどすべての領邦において官吏養成に
関する法令が整備される。プロイセンでは，１９世紀初めより公務員になる
ためには最低３年間大学に在籍しなければならなかった２６）。中等教員，福
音派聖職者も国家官吏として位置づけられ，大学での勉学が要求される。
　ベルリン大学は，１８１０年代おわりに学籍登録者数が１０００人を超え，１８３０
年代には２０００人を超えることもあり，以後，バイエルン王国のミュンヘン
大学と双璧をなす。１８３８年１月には，４学部の規約が制定される。フリード
リヒ・ヴィルヘルム大学規約は，本質的に変更されないまま，１９世紀後半
にも適用される２７）。
．　三　月　前　期
フ　 ォ　 ア　 メ　 ル　 ツ
　１８１４年９月から翌１８１５年６月にかけて，フランス革命とナポレオン戦争
後のヨーロッパ国際秩序の再編のために，ウィーンにおいて国際会議が開
かれる。会議では，正統主義の名のもとに王制原理が採用され，大国によ
る勢力均衡の立場からヨーロッパの領土の再編がはかられる。その結果，
オーストリアとプロイセンの両大国を包摂するドイツ連邦（	
）が成立し，ウィーン会議を主宰したメッテルニヒ（	
	
	）が指導することになる。ドイツ連邦は，ドイツ
諸国家の連邦組織であり，「ドイツの外的および内的安全ならびに個々のド
イツ諸邦の独立および不可侵性の維持」を目的とする２８）。加盟諸国の国家
主権が不可侵である以上，ひとつの連邦国家に発展する可能性は閉ざされ
２６）　	
	
	



	
			
	

	
１８１９	

１９７２１１１
２７）　（）	


	
　
	
				
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２８）　『ドイツ国制史』，２４７頁。
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る。連邦は，自由主義とドイツ統一運動の抑圧機構として機能する。
　ドイツには平和が訪れるが，解放戦争によって燃え上がったドイツ・ナ
ショナリズムの自由と統一の念願は実現しなかった。体制変革を志向する
動きもあらわれる。その運動を先導したのがブルシェンシャフト（
）である。解放戦争に義勇兵として参戦し，復員した学生が中心
となり，まずイエナ大学にブルシェンシャフトが結成される。ブルシェン
シャフトは，もともと「ドイツ主義とキリスト主義の基礎の上に新時代に
ふさわしい学生の生活ならびに気風をうちたてようとした全学生の親和融
合を目的とする単純な友好・修養団体」であった２９）。
　ライプチヒにおける諸国民解放戦争の４周年記念日であり，宗教改革３００
周年記念日でもある１８１７年１０月１８日から１９日にかけて，イエナ大学のブル
シェンシャフトの呼びかけにより諸大学の学生がワルトブルク城に参集す
る。ワルトブルク祝祭（	
）は，ドイツ諸大学の学生の親睦をはか
るための集会であった。ところが，夜会ののちに，参集者の一部が学生の
運動を誹謗した小冊子類のほかに，当時，反動的，非愛国的とみなされて
いたハラ （ー	
），コッツェブ （ー	

）などの著書を火中に投じるという焚書事件がおきる３０）。
　翌年１０月のイエナの代表者会議において，「全ドイツ・ブルシェンシャフ
ト」（	

）が結成され，「ドイツ民族の将来
の統一」を骨子とする憲章も採択される。ところが，１８１９年３月２３日，急
進派の「絶対派」に属するイエナ大学の神学生ザント（	
）に
よる反動的劇作家コッツェブー暗殺事件がおこる。コッツェブーは，ロシ
アのスパイとの風評があった人物である。さらに，７月にもブルシェンシャ
フト・メンバーの薬学生による枢機官暗殺未遂事件がつづく。いずれも，
ブルシェンシャフトとはかかわりがない個人的な事件である。
２９）　「	
（一八一五－一九）の本質と意義」，村岡，『近代ドイツの
精神と歴史』，創文社，昭和５６年，１２２頁。
３０）　同上，１３２～１３３頁。
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　ウィーン体制という新しい秩序のもとでも，ヨーロッパの諸王国には，
プロイセン国王と政府を震撼とさせたような自由主義の火種がくすぶって
いた。この新しい国際秩序を守るために，ロシア皇帝の提唱により，１８１５
年９月にオーストリア皇帝とプロイセン国王とともに神聖同盟が結成され
る。やがてヨーロッパのほとんどの君主が加盟し，１８１８年９月のアーヘン
会議において，自由主義運動や民族の統一と外国支配からの解放を求める
ナショナリズム運動を抑圧し，反動的なウィーン体制を守るということで
共通認識がえられ，とりわけドイツにおける反体制運動にたいする弾圧措
置について審議される。
　メッテルニヒは，翌１８１９年８月にプロイセンはもとより，ハノーヴァー，
ザクセン，バイエルン，ヴュルテンベルクなどの政府代表者を温泉地カー
ルスバートに招集し，大学管理の強化，印刷物の検閲の強化などについて
決議する。出版の自由について規定し，また法律によって出版の自由につ
いて独自に規定する国もあったが，ドイツ連邦決議は３２０ページ以下のすべ
ての印刷物の検閲を各邦政府に義務づける。いわゆるカールスバート決議
（	
）は，同年９月２０日のフランクフルトの連邦議会総
会で採択され，連邦決議として発効する。この決議は，当初，５年の有効期
限が設定される。
　カールスバート決議は，大学法，出版法，審問法および暫定執行規則か
らなる。大学法は，正確には「大学の監視に関して講ぜられるべき当面の
議決の実施計画」という名称だが，大学の厳重な監視を各邦政府に義務づ
けたものである。プロイセンでは，この大学法は，１８１８年１０月１８日付で公
示される３１）。
　大学法は，第１に，領邦君主の特別の全権委任者を任命し，すべての大
学に常駐させるようもとめる。全権委任者は，「学生のあいだに公序良俗，
立派な秩序と外面的な礼儀正しい態度を奨励するのに役立つすべてに，不
３１）　	
		３７８
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断の注意をそそぐ」。そのために，現行の大学規則や紀律規定の整備，大学
教員の講義の観察，学生指導の観点からの大学教員への指導助言といった
広範な大学評議会をもしのぐほどの強力な権限を賦与される。
　第２に，大学法はもともとブルシェンシャフトの政治的活動を弾圧する
ためのものである。そのために，「全ドイツ・ブルシェンシャフトの名で知
られる朋党には，諸大学間の継続的な連携および連絡を絶対に容認できな
い」として，「秘密の，あるいは正当とは認められていない結社にたいす
る従前からの法律」を拡大し，より厳格に対応するようもとめる。全権委
任者は，ブルシェンシャフトのメンバーを大学から排除し，また大学に入
り込まないよう細心の注意をはらわなければならない。連邦諸邦はブルシェ
ンシャフトのメンバーを国家官吏，国家官吏であるプロテスタント聖職者，
教師といった公職から排除するという点ですでに合意が成立していた。
　第３に，いずれかの大学から追放された学生，あるいは追放処分を逃れ
るために大学を退学した学生は，他の大学への入学はみとめられない。学
籍登録にさいしては，あらゆる側面からチュックがおこなわれるが，退学
した大学が発行する「素行善良の証明証」を所持しないものは受け入れら
れない。
　カールスバート決議は１８２４年に５年間再延長され，以後，ブルシェン
シャフト運動は水面下に潜伏する。１８３０年のパリの七月革命，同年のポー
ランドの十一月蜂起の波がドイツを直撃する。いずれも，正統主義にもと
づくウィーン体制を揺さぶるものである。ドイツでは，ふたたびブルシェ
ンシャフト復活の機運が醸成される。学生は，自由と統一をもとめ，１８３１
年にはドレスデンとフランクフルトにおいて，翌年にはシュトゥットガル
トにおいて大会をひらく。
　それとはべつに，１８３２年５月，バイエルン領プファルツのハンバハ城に
ドイツ各地から２，３万ともいわれる民衆が参集する。このハンバハ祭
（	
）には，ゲルマニア（）と呼ばれる左派ブルシェン
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シャフトの学生も参加する。この集会は各地に飛び火する３２）。さらに，
１８３３年４月には急進派の学生などが反動的な連邦議会に圧力をかけるため
に，フランクフルトにおいて蜂起する。フランクフルト騒擾（	

	
）はただちに制圧される。
　オーストリアとプロイセンの提案にもとづいて，ただちにウィーンに諸
邦大使会議が招集され，カールスバート決議のような連邦決議が起草され
る。翌１８３４年６月には６０項からなる最終稿が脱稿する。そのうちの第３８項
から第５６項までが大学と学校に関する規定である。１８３４年１１月１３日付の連
邦決議は，最終稿の第４２項から第５６項までをそのまま抜き出したものであ
る３３）。この連邦決議は，プロイセンでは１８３５年１２月５日付の国王告示に
よって公示される３４）。連邦決議は，学籍登録に関する一般的な規定をふく
むが，あくまでもブルシェンシャフトの弾圧のために起草されたものであ
る。ブルシェンシャフト対策に関する部分を中心に学籍登録制度を概観す
る。
　第１に，決議は各邦政府に自国の大学に学籍登録のための独自の委員会，
いわゆる学籍登録委員会を設置するようもとめる。この委員会には，政府
の特別の全権委任者または政府からそのために任命された代理人が出席す
る。
　第２に，学生は到着後２日以内にこの委員会に学籍登録を申請しなけれ
ばならない。そのさい，委員会に次のような証明書を提出しなければなら
ない。学籍登録を申請するのは身分異動，復学，新規登録の３つのケース
が考えられる。なかでも，学生の身分異動に関しては厳格な対応がもとめ
られる。まず，学生が大学を移る場合，また以前にいずれかの大学に在籍
していた場合には，当該大学が発行する「勤勉と道徳的な素行に関する証
３２）　「『ハンバハ祭』とハインリヒ・フォン・ガーゲルン」，『近代ドイツの精神と歴
史』，１１７頁。
３３）　	
		３８２
３４）　	
		３８４
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明書」を提出しなければならない。つぎに，学生が大学における勉学を一
時的に中断した場合には，それ以前に「滞在した土地の当局の素行に関す
る証明書」を提出しなければならない。これらの証明書は，身分証明書と
ともに，学生が卒業するまで，学籍登録委員会において保管される。ブル
シェンシャフトのメンバーにたいする水際対策である。
　すでに大学に学籍登録している学生も放置されない。かれらも各学期の
始まりの学籍登録のために指定された時間に委員会に出頭し，在学中の状
況について証明しなければならない。
　大学で勉学をはじめる場合には，アビトゥア試験の結果と道徳的な素行
に関する証明書を提出する必要がある。ただし，いまだにアビトゥア試験
が導入されていない領邦の出身者は免除される。また，ドイツ連邦以外か
ら来訪する学生は，証明書に関しては寛大に取り扱われる。なお，未成年
の学生の場合には，親もとあるいは後見人のもとから大学に送りだされる
ことを当局が認定する証明書も要求される。
　第３に，「素行に関する証明書」については，とくに第３項をあて，犯罪
歴，とりわけブルシェンシャフトの加盟歴を明記するようもとめる。「その
他の重大ではない違反による処罰」については記載するか否かは当局の裁
量にゆだねられるが，「禁止された結社により有罪判決をくだされた場合」
は例外なく記載しなければならない。「禁止された結社への参加の嫌疑が
かけられているか否か」についても，証明書に明記しなければならない。
さらに，証明書を発行する当局にたいしても，申請に応じて遅滞なく発行
するようもとめる。
　第４に，学籍登録を拒絶する４つの用件が提示される。申請者が「禁止
された結社」，すなわちブルシェンシャフトに所属し，しかも依然としてブ
ルシェンシャフトのメンバーであるという嫌疑をかけられている場合には，
学籍登録は拒絶される。そのほか，学籍登録申請が所定の期限に遅れ，し
かもその理由を釈明できない場合，必要な証明書を提出することができな
い場合，諭示退学によって他の大学から退去させられた場合にも学籍登録
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はみとめられない。
　学籍登録制度は，三月前期，すなわち反動的なウィーン体制のもとでは，
ブルシェンシャフトのメンバーや自由主義者を異分子として大学から排除
する機能をになう。それだけではない。非合法なブルシェンシャフト運動
にかかわる学生が学籍登録を申請したばあい，大学はかれらを排除するだ
けでなく，積極的に摘発に加担する役割をもゆだねられたはずである。ブ
ルシェンシャフトのメンバーは公職から閉め出される。こうした弾圧によ
り，ブルシェンシャフトは壊滅的な打撃をうける。
．　１９世紀後半
　１８４８年２月にパリで起こった二月革命（	

）の余波は，
３月になると，ドイツ各地にもおよび，まず，西南ドイツの各地で人民集
会が開かれる。さらに，３月１３日にはウィーンにおいて学生のデモに市民・
労働者が参加し，軍隊との衝突のすえに，メッテルニヒを失脚させる。ベ
ルリンでは，集会やデモが続いていたが，３月１８日に市民・労働者が軍隊と
全面的に衝突し，プロイセン常備軍を敗走させる。
　３月５日のハイデルベルク集会以後，ドイツ統一憲法を審議するための
国民議会（	
		）の準備がす
すめられ，５月１８日に全ドイツから選ばれた議員が招集され，フランクフ
ルト・アム・マインにおいて国民議会が開会する。議会は，６月末に臨時中
央政府を樹立したのち，憲法の審議に入り，まず１８４８年１２月に「ドイツ国
民の基本権」（	

	
）の部分を発布する。しか
し，統一ドイツの国制については，翌１８４９年３月，オーストリアにおいて
欽定憲法が発布されたために，実質的に小ドイツ主義の道をとらざるをえ
なくなる。議会は１８４９年３月に憲法を可決し，プロイセン国王を世襲のド
イツ皇帝に選ぶが，プロイセン国王は国民主権にもとづく小ドイツの帝冠
を拒否し，議会を解散させる。
　プロイセンは，オーストリアと同様に憲法も国民代表機関としての議会
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をもたず，絶対主義的な統治体制を固持してきた。しかし，市民・労働者
の強硬な要求に譲歩し，自由主義的な「三月内閣」が成立し，まず４月に
は合同会議が召集される。５月２２日には前月の普通・平等・秘密の原則に
もとづく選挙によって選出された議員が召集され，ベルリンにおいて憲法
制定国民議会（	

			
）が
開催される。ドイツ国民議会が開かれた４日後のことである。プロイセン
が統一ドイツのなかに埋没するのを回避するためともいわれる３５）。
　しかし，議会が憲法草案を議論しているあいだに反動勢力が息を吹き返
し，１２月５日には議会が解散させられる。同日，プロイセン憲法　
（	
）が欽定される。この欽
定憲法は，三級選挙法（	
）によって選挙された保守的な
議会において手直しされ，１８５０年１月３１日に国王が合意する。翌２月６日
に国王が憲法遵守の宣誓をおこない３６），プロイセンに立憲君主制（
	
）という国制が成立する。
　プロイセン憲法は，学籍登録制度についても規定する。「大学のメンバー
への学生の受け入れは，学籍簿への登録によって行われる」という規定は，
プロイセン一般ラント法の規定をそのまま引き継いだものである。勉学の
ために大学におもむいたものは，学籍登録しなければならない。学籍登録
は，「学籍登録のための委員会」において行われる。それは，１８３４年１１月１３
日付の連邦決議，すなわち１８３５年１２月５日付のプロイセン国王告示によっ
て設置された学籍登録委員会にほかならない。学籍登録委員会は，ブルシェ
ンシャフトの弾圧のために設置されたものであるが，三月革命後の反動政
策のもとでは，憲法において規定される。学籍登録後，学生は学部長に学
籍簿を提示しなければならない。
　憲法は，領邦大学における在籍義務，大学における在籍期間についても
明記する。まず，プロイセンにおいて国家官吏などの公的な職業および開
３５）　山田晟，『ドイツ近代憲法史』，東京大学出版会，１９６３年，３３頁。
３６）　前田光夫，『プロイセン憲法争議研究』，風間書房，昭和５５年，３９頁。
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業医を志望する学生は，今後も少なくとも３学期をプロイセン王国内の領
邦大学（	
）に在籍しなければならない。つぎに，大学にお
ける在籍期間については，フリードリヒ・ヴィルヘルム大学規約は在籍期
間の上限を４年とするが，憲法では神・法・哲の各学部の学生については，
プロイセン王国の官吏，中等教員，プロテスタント聖職といった公的な職
に就くことを希望し，それぞれ指定された国家試験を受験する意志がある
場合には，３年と規定される。ただし，医学生については，臨床医の資格
を取得しようとする場合には，４年在籍しなければならない。
　プロイセンは，ウィーン体制のもとで，先進的な自由主義経済政策をと
り，ドイツ諸邦のなかでいち早く資本主義へと踏み出す。１８３４年には，南
ドイツの諸邦やザクセンなど１８ヵ国と関税同盟を結び，ドイツ連邦内にお
ける関税障壁，雑多な通貨や度量衡などの経済的分裂を克服し，連邦にお
ける経済的な主導権をにぎる。１８４８年の三月革命の過程において，国民議
会がプロイセン国王を世襲のドイツ皇帝に選んだのも，プロイセンこそ小
ドイツの盟主にふさわしいという認識があったからにほかならない。
　プロイセンでは，１８５０年代から１８６０年代にかけて，重工業を中心として
工業化が飛躍的にすすみ，ドイツ関税同盟における主導権をいっそう強め
る。１８６２年には，ユンカー出身の保守主義政治家ビスマルク（	
	

）が首相に任命され，その鉄血政策のもとで軍
事力が増強され，１８６４年にはシュレスウィヒ・ホルシュタイン問題でデン
マークを，１８６６年には普墺戦争でオーストリアを破る。翌１８６７年には，プ
ロイセンはマイン川以北の２２のドイツ諸邦とともに北ドイツ連邦を組織し，
連邦首長にはプロイセン王がつき，宰相にはプロイセン首相ビスマルクが
就任する。さらに攻守同盟と関税同盟によって南ドイツ諸邦を軍事的・経
済的に結びつけ，オーストリアを除外したドイツ統一の基本レールが敷か
れる。
　ドイツにおいては，プロイセンのヘゲモニーのもとで強大な統一国家が
誕生しようとしていた。フランス皇帝ナポレオン三世（	

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）は，隣国ドイツの大国化を恐れ，干渉と妨害を繰り返
す。ビスマルクの挑発により，１８７０年７月１９日にフランスが宣戦布告し，
両国間に戦端が開かれる。南ドイツ諸邦軍も参戦するプロイセン・ドイツ
軍は連戦連勝し，９月２日にナポレオン三世をフランス北東セダンにおい
て包囲・降伏させる。普仏戦争のさなかの１８７１年１月，パリ西南郊のヴェ
ルサイユ宮殿におけるプロイセン王の皇帝戴冠によってドイツ帝国が誕生
する。北ドイツ連邦が南ドイツ諸邦を吸収合併し，憲法も北ドイツ連邦憲
法に若干の名称変更と補正をくわえただけでドイツ帝国憲法となる。
　ドイツ帝国は，２２の君主国，３自由都市および２つの帝国直轄領（エルザ
ス・ロートリンゲン）からなる連邦である。プロイセンは人口，面積とも
に全ドイツ帝国のほぼ３分の２を占め，圧倒的優位を占める。プロイセン
王はドイツ皇帝をも兼ね，国家元首として外国と条約を結び，和戦を決定
し，対内的には官僚を任免する。ビスマルクが初代の帝国宰相（
）に就任し，帝国行政を総攬する。帝国建設にともない，種々の立法，
貨幣や度量衡の統一が実施されるが，しかし，ドイツ大学は依然として領
邦大学として存続する。
　１８７０年代にも，１８１６年に公布されたフリードリヒ・ヴィルヘルム大学規
約が基本的な骨組みを維持したまま適用される３７）。プロイセン文部大臣ゴ
スラ （ー	
）の委託によりベルリン大学裁判官ダウデが編纂した
『王立フリードリヒ・ヴィルヘルム大学規定集』には，１８１６年のフリードリ
ヒ・ヴィルヘルム大学規約が掲載されている３８）。『規定集』が刊行された
１８８７年までの修正点が脚注に明示されるが，少なくとも第６章「学生につ
いて」についていえば，大きな変更はすべて１８７９年１０月１日付でくわえら
れる。つまり，１８７０年代のベルリン大学では，学籍登録に関する規定は
３７）　	



	
		　
	
		

	
		１８８７７
３８）　	


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１８１６年の規約のまま引き継がれてきたといえる。
　ベルリン大学の学籍登録委員会は，１８７９年１０月１日付で大学への学生の
受け入れのための指針を内閣通達（	
）として発布する３９）。それ
が，「領邦諸大学，ミュンスターのアカデミ－およびブラウンスベルクのリ
ツェウム・ホジアヌムの学生のための規定」である。この規定にもとづき，
１８７０年代から８０年代にかけてのベルリン大学における学籍登録制度，すな
わち学籍登録手続き，学籍登録資格について概観する。
　第１に，学籍登録の申請は春の復活祭（）のころと秋のミカエル祭
（），すなわち西暦９月２９日ころの３週間という学籍登録期間が設
定され，それぞれ夏学期（）と冬学期（）の学
籍登録がうけつけられる。申請が遅れたばあいには，それが正当な理由に
よると大学理事官（理事会）が認定したばあいにかぎり，申請が受理され
る。
　第２に，学籍登録にさいしては，ふたつの側面から資格が問われる。ま
ず，道徳的な素行については，「自己の品行」について証明しなければな
らない。
　つぎに，学力については，プロイセン人のばあいには，ギムナジウムの
習熟証を持参しなければならない。数学，自然科学，近代外国語を専攻し
ようというプロイセン人のばあいには，ギムナジウムの習熟証のかわりに，
プロイセンの第一種実科学校の習熟証を持参すれば，学生が主要対象とし
て選択した学問領域の学部に登録される。
　ギムナジウムとして認定されず，アビトゥア試験を実施することができ
ないラテン語学校は，１９世紀中葉には，実科学校（），高等市民学
校（	
）などと呼ばれる。１８５９年１０月には「実科学校・高
等市民学校の授業および試験規定」（	
	
	


）が制定され，実科学校として認定された学
３９）　	
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校は，第一種と第二種に区分される。第二種実科学校は６ないし７年制で，
古典語を必修としない。第一種実科学校は９年制でラテン語を必修とし，
建築アカデミーと鉱山アカデミーへの進学が認められる。第一種実科学校
は，のちに実科ギムナジウム（	
）に改称するが，大学での聴
講も認められる４０）。
　習熟証を取得していないプロイセン人のばあいには，「ほかの方法で」
大学へ進学するための予備教育をうけていることを証明することができる
ものについては，大学理事官の特別の許可によって，４学期だけ大学に受け
入れられ，哲学部に登録される。ただし，かれらは，将来，大学における
勉学を前提とするプロイセン官僚や国家公務員である福音派聖職者の職に
つくことはできない。最初の４学期ののち２学期だけ延長が許可されるこ
ともある。
　非プロイセン人のばあいには，大学へ進学するための予備教育をうけて
いることを証明する必要がある。１８８３年１０月２０日付の省令（	）に
よれば，大学への学籍登録を申し出た非プロイセン人の教養について，そ
れを証明する証明書が欠如しているばあいに，どのように確認するかは，
学籍登録委員会の裁量に委ねられる４１）。１８８０年代になっても，アビトゥア
試験を導入していない諸邦が少なくなかったことが窺える。
　なお，すでに他大学に在籍した経歴のあるものは，その大学から発行さ
れた卒業証を提示しなければならない。
　さいごに，学籍登録の除外規定も設定され，帝国，プロイセン，自治体
の官吏，または教会官吏，プロイセンの他の公立の教育施設の在籍者，実
業についているものは学籍登録を認められない。
　ついでながら，１８４９年の規定により，治外法権という裁判籍は放棄され，
学生は出生地の通常の裁判管轄に組み込まれる４０）。学籍登録によって学生
が享受する諸権利は明示されない。ただし，学生が伝統的に享受してきた
４０）　『ドイツ・エリート養成の社会史』，５３～５５頁。
４１）　	
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裁判特権はすでに放棄されている。
　この規定にもとづく学籍登録について，大学裁判官として臨席したダウ
デがつぎのように記述している４２）。学籍登録は，その期間内の一週間に
２，３回，評議会の大広間において，学長がとりおこなう。学生は，学長と
大学裁判官の執務室に置いてある特定の時間を記載した整理票（）をた
ずさえ，学長，大学裁判官，４学部長が臨席する大広間に参集する。学籍登
録のさいには，いつも１５０枚の整理票が用意されるが，１８７０年代のベルリン
大学の学籍登録者数の平均は２０００名を超える。用務員（）が居合わせた
学生から必要な書類を受けとり，大学裁判官にそれらを手渡す。大学裁判
官は，それらを吟味し，なんらかの疑義があるばあいには，ただちに当該
学生にその旨をつたえ，訂正するよう指示し，退席させる。問題がないば
あいには，大学裁判官は当該学生を呼び出し，その左側にひかえる学長に
差し向ける。学長は，裁判官から手渡された書類に目をとおしたのち，学
籍簿に必要事項を書き込み，右側に着座する秘書官のもとに移るよう学生
に指示する。学籍登録原簿（）を管理する秘書官は，個々の欄に必要
事項を書き込むために学生に質問し，学生から証明証をうけとる。学生は，
さらに秘書官の隣に座る登録官（	）のまえにすすみ，学生の証明証
を手渡される。通知票リスト（	）を管理する登録官は，学生に個々
の欄に必要事項を書き込むために質問し，証明証に学籍登録原簿の通し番
号を書き込み，ただちに証明証を書類保管室に保管する。学生には，学籍
登録原簿に登録するよう指示する。その後，学生は，あらかじめ登録官が
学籍登録原簿の通し番号を記した学生証（	
）に必要事項を書
き込む。さらに，用務員長（）に学籍登録料を支払い，ひきかえ
に学籍簿，申請簿（	
），学生規則ならびに支払証（	）を
受け取る。学生は，この支払証に必要な事項を書き込み，８日以内に学生証
を受け取ったことについて理事会事務局に届けなければならない。学長が
４２）　	
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この儀式に参加した最後の学生と大学規則に誓って握手をおこなうことに
よって儀式が終了する。
　図は，１８８７年のベルリン大学の学籍簿の雛型である４３）。“”，
すなわちヴィルヘルムという国王名，“	
		”，“
	
”，すなわちドイツ帝国およびプロイセン王国という国名が記
載されている。上の“”の部分には学長が署名し，下の“”の部
図　１８８７年のベルリン大学の学籍簿
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分には学生の姓名が記載される。“”の右には，所属学部か，専攻
が記載されたと思われる。最下段には，学籍登録の日付が書き込まれ，ベ
ルリン大学印が押印される。第３条にもとづいて学籍登録したばあいには，
学長は，その学生の学籍簿の左下に，“	
	”，すなわち「４
学期間」という受け入れ学期を記載する。
　ドイツ諸大学は，１９世紀後半以降，学籍登録者が確定したのち，学籍登
録簿にもとづいて，学籍登録者の名簿を作成し，学期ごとに印刷出版する
ようになる。学籍登録者名簿は，通例，大学の設置母体である領邦国家に
よって作成され，官製名簿（	
	）といった体裁をとるが，
テュービンゲンのように，大学が所在する都市が公的な住所録
（	

）として刊行するばあいもある。多くは，学生ばかり
でなく，教授スタッフ，事務スタッフなど大学関係者の名簿なども収録す
る。書式は大学により異なるが，共通して記載されるのは学籍登録者の姓
名（	
），最初の学籍登録時期（		

），
出身地（），専攻（），現住所（）である。
お　わ　り　に
　１９世紀のドイツは，ナポレオンの侵略によってはじまる。ウィーン会議
により政治的に再編され，ドイツにも平和がもたらされる。しかし，解放
戦争によって燃え上がったドイツ・ナショナリズムの自由と統一の念願は
実現しなかった。体制変革を志向する動きもあらわれる。その運動を先導
したのがブルシェンシャフトである。もともと学生の修養団体であったブ
ルシェンシャフトが反政府的な動きを示しはじめると，連邦政府は大学間
の連絡を禁止し，大学に対する監督を強化する。
　一方，ドイツでは，中世以来，大学が聖職者，官吏，医師という専門職
を輩出していたが，１９世紀には封建的身分にかわり，行政官，司法官，弁
護士，医師，教師などの一定の職業分野において国家資格や社会的な試験
制度が整備される。つまり，ドイツ大学の学籍登録制度は，大学の入り口
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であると同時に，国家官吏や専門職などへの登竜門として位置づけられる。
国家の変革を志向する若い情熱と知性が自由と統一を標傍し，ブルシェン
シャフトにかかわれば，ただちに専門職への道程から排除される。１８２０年
代以降，ブルシェンシャフトは秘密結社として潜伏し，１８４８年革命まで存
続する。
　１９世紀前半には，三月前期の保守反動的な政治情勢のもとで，ブルシェ
ンシャフトに代表される自由主義的な運動にたいして，学籍登録制度は政
治的な異分子のチェック機能を担うことになる。
　１９世紀後半には，学生の治外法権という裁判籍は放棄され，学生は居住
する大学都市の通常の裁判管轄に組み込まれる。学籍登録制度は，もとも
と登録者を一般市民と区別し，特権を賦与するための制度であった。プロ
イセン大学の場合には，１８１０年の裁判管轄に関する規定により，従来の大
学の裁判管轄が変更され，学長以下の教授スタッフや事務官，その他の大
学関係者は，それぞれその身分に応じた裁判籍にもどされたのちにも，学
生だけは，その社会的出自の相違にかかわらず，特免された者の裁判籍を
享受する。しかし，１９世紀中葉以降，一般市民の裁判籍に組み込まれる。
それは，学籍登録者の増加にともなう措置であろう。
　学籍登録制度は，学籍登録資格に関する制度を生みだす。１９世紀を目前
にひかえた１７９４年にプロイセン一般ラント法が制定され，学籍登録を申請
するさいに，公立学校に通学したプロイセン出身者の学業成績について学
校教員と学校監督官が署名した証明書がもとめられる。大学入学資格とい
ア ビ ト ゥ ア
う点ですでに先進的な制度を形成していた。同時に，プロイセン邦内の出
身者には大学入学資格の取得を義務づけるが，外国の出身者は免除される。
　ベルリン大学は，青木周蔵，佐藤進，萩原三圭が学籍登録して以降，明
治初年の日本人留学生がもっとも多く訪れた大学である。佐藤は，「獨逸へ
参つて丸一年少々餘立つてから大學へ這入る手續を致しました」と述べて
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いる４４）。渡欧まえに北ドイツ連邦公使ブラント（	
	）に
面会したさい，ベルリン大学に留学するようすすめられ，北ドイツ連邦宰
相ビスマルクあての紹介状をわたされる４５）が，それを提出する必要もなく，
「大学の講義を聴講するにふさわしい能力」をみとめられ，学籍登録の手
続きを終える。
　かれらの名前は，１８７０年冬学期のベルリン大学学籍登録者名簿（
	
			
		
	

）に，はじめて記載される。青木は，
もともと医学留学生として藩費による留学を命じられるが，「国家に益す
る学問，即ち，政治に関係ある学問」を学ぶという初志をつらぬき４６），法
学部に学籍登録する。ベルリン大学の学籍登録者名簿の１８７０年冬学期版は，
３人の日本人留学生について，３人はともに「出生地」の欄には“”
（日本）と記載し，「専攻」の欄には，青木は“”（法学），萩原と佐藤は
“”（医学）と記す。当時，青木はミッテル街５２番地，佐藤はフランス
街５８番地，萩原はマウアー街２６番地に居住する。
　私事ながら，大学院時代に師事した横尾壮英教授が２００２年に鬼籍に入ら
れた。謹んで哀悼の意を表したい。
４４）　松本本松，「渡洋之記二」（欧洲にて），「第四篇　佐藤進先生事蹟（四）」，「順
天堂百五十年史」十三，『東京医事新誌』第７４巻第８号，昭和３２年８月，４８頁。
４５）　順天堂大学編刊，『順天堂史』上巻，昭和５５年，３２４頁所収。
４６）　坂根義久校注，『青木周蔵自伝』，平凡社，１９８９年（１９７０年初版），４頁。
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【学籍登録制度にかかわる法令・規定】
　凡　例
１．　資　料
　資料１
１）　名称
プロイセン一般ラント法（	
			
）
２）　実施　１７９４年６月１日
３）　出典
１．　	



	
　
２	



		

	
１８５５（	
１９９０）５３９５４６
２．　	
	

	
	
	


１７９４１９９６（３）
　資料２
１）　名称
フリードリヒ・ヴィルヘルム大学規約（	
		　
	

）
２）　制定・施行　１８１６年１０月３１日制定，１８１７年春施行
３）　出典
１．　	
		４１４４２９
２．　	




	
		
	
				


	


	
	
	
	
１８８７
　資料３
１）　名称
大学の監視に関して講ぜられるべき当面の議決の実施計画（	
	
	
			
	

）
２）　公示　１８１８年１０月１８日公示
３）　出典
	
		３７８
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　資料４
１）　名称
学生の学籍登録のための連邦決議（	
）
２）　決議・告示　１８３４年１１月１３日決議，１８３５年１２月５日，プロイセン国王告示
３）　出典
	
		３８５３８８
　資料５
１）　名称
プロイセン憲法（	
）
２）　改訂
１８６０年頃
３）　出典
	
			
２	
１８６３
７７４
４）　構成
第２部　国家行政の対象（	
	
）
第２節下　市民の知的教育の配慮（	


	　
	
）
第１章　教授施設
第４節　大学
　　　　　　．大学規則（	
）
　　　　　　．大学教員
　　　　　　．大学教授規則（	

）
　　　　　　．学生の境遇（	

	）
　資料６
１）　名称
ミュンスターのアカデミーおよびブラウンスベルクのリツェウム・ホジアヌ
ムの学生のための規定（	

	




	

		
		
	
）
２）　施行　１８７９年１０月１日
３）　出典
	


６８４６８９
２．　専門的用語
ドイツでは，１９１５年に『ドゥーデン正書法辞典』（	
	

	
）が刊行され，以後，ドイツ語の綴り方の基準となる。煩雑になるが，
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専門的な用語や誤解をまねきそうな語には原語を付す。
１．　プロイセン一般ラント法
　　学生の受け入れ
第７４条　学生（）の大学メンバ （ー		
）としての受
け入れは学籍簿（）への登録（	
）によっておこなわれる。
第７５条　ひとたび学籍登録した者は，大学所在地にとどまるかぎり，また，同地に
おいて，他の裁判管轄（	
）に組み込まれるような特別の身分や境遇に
身をおかないかぎり，その大学のメンバーの身分にとどまる。
第７６条　研究のために大学に赴いたものは，大学評議会（	
）の代表
のもとに学籍登録を申請する義務を負う。
第７７条　学籍登録希望者は，持参した学校の証明書（	
）（第６４条）を提出
しなければならない。
　※参照　第６４条
公立の学校に通学したプロイセン出身者（	
）は，習得した知識
（）および道徳的な素行（	
）について，学校教員およ
び学校監督官が署名した証明書（）がなければ，卒業させてはならない。
第７８条　私的に授業をうけたために，証明書を持参しなかった場合，学長（）は，
こうした新参者の試験のために規定された委員会（）に出頭するよう指
示する義務を負う。
　※参照　追加条項第１３３条
邦人（）は，大学における研究のための習熟度（）を顧慮し，予め実施
された試験にもとづく証明書を通学した学校から持参するか，あるいは，私的
な教育により大学へすすむ準備をおこなった場合，または，従来通学した学校
において，特別の事情により試験をうけなかった場合には（本件については，
証明書（	）を提示しなければならず，証明書がなければ，学籍簿を
受け取ることはできない），大学に到着した後，最初の一週間以内に，学籍登録
（	
）の前に，大学において，そのために規定された委員会による試
験をうけなければならない。未習熟（）の証明書により大学に入った者は，
奨学金（）を要求することはできない。外国人（	）は，本試験
を免除される。
第７９条　当該試験において，予備知識（		）という点において，いまだに
習熟していないと判定された者については，学籍登録を拒絶するか，あるいは欠
落したものを補足するよう指示しなければならない。
第８０条　学長は，新参の各学生に，その土地の大学の諸規則（	
）
および警察規則（	）を告知し，同時に学生に対し，それらの規則の管
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轄下にあることを告示しなければならない。
２．　フリードリヒ・ヴィルヘルム大学規約
　　第６章　学生について
第１条　学生の大学への受け入れは，学籍簿への登録（	）によっておこな
われる。
第２条　ベルリン大学に学籍登録しようとするものは，邦人の場合には，大学に進
学する生徒の試験のための１８１２年１０月１２日付の試験のための布告（）にもとづ
き，有資格であることを証明しなければならない。外国人の場合には，人物の品
行方正さ（	

）を出身地から持参した証明書（）によって証明
しなければならない。
第３条　この布告にもとづいて，ベルリンの混成の試験委員会において，習熟試験
（	
	）を受験しなければならないものは，ベルリンに到着したのち，
おそくとも３日以内に大学に出頭し，受験したのち，大学に入学することを決意
した場合には，おそくとも試験後３日以内に学籍登録しなければならない。法律
による試験証明書を持参した邦人，同様に，異邦人は，おそくともベルリン到着後
８日以内に学籍登録する旨を告知しなければならない。期限に遅れたものは，学
籍登録料を倍額支払わなければならない。
第４条　ベルリン大学が無条件の協定を結んだ大学から退学処分を受けたものは，
学籍登録することは許されない。ベルリン大学が条件付きの協定を結んだ大学か
ら退学処分を受けたものは，一定の条件のもとでのみ学籍登録することができる。
第５条　下記のものは，学籍登録することは厳禁である。
　第１項　すべての国家公務員及び軍役者。（中略）
　第２項　他の教育機関に所属するすべてのもの。
　第３項　営業許可証（	
）を売却しなければならないもの。
第６条　学籍登録は，学長が指定した時刻に，秘書官（）が立会い，学長の臨
席のもとでおこなわれる。
第７条　学長は，規則を遵守するという宣誓のかわりに，学籍登録志望者と握手し
なければならない。ひきつづき，学籍簿，学生の規則および学生証（
	）を手交する。
第８条　学籍登録者は以下の学籍登録料（	
）を支払う。
　第１項　学籍簿のために４ターラー。
　第２項　図書館のために１ターラー。
すでに他の大学に在籍した経歴がある場合，その半額を支払う。学長は，支払
い不能な場合には，学籍登録料を免除することができる。内務省が高配におい
てそれを免除することもある。
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第９条　学籍登録後，各自，８日以内に所属を希望する学部の学部長に，その学部の
リストに登録してもらわなければならない。登録にさいしては，学部長に１ター
ラー支払わなければならないが，すでに他の大学に在籍した経歴がある場合，そ
の半額を支払う。
第１０条　他の専攻に転じるために，現在の専攻を放棄する場合，当地の学生は，放
棄する学部の学部長，ならびに転向しようとする学部の学部長にその旨を届けで
なければならない。登録にさいしては，あらたに学籍登録料を支払う必要はない。
しかし，ある学部から他学部への転学部は，学期終了期か開始期だけにおこなわ
れる。
第１１条　学籍登録によって，学生は，大学規則が承認する，すべての権利を享受する。
すなわち，市民としての個人的な負担から開放され，ベルリンに居住する権利
（	
），１８１０年１２月２８日付の朕の布告において承認された裁判籍
（	
），大学の講義を聴講する権利。研究室ならびに図書館，および，そ
れらの諸規定がゆるすかぎりにおいて，付属病院（）や獣医学校（
シ ャ リ テ
	
）の教授施設を使用する権利。
　　（中略）
第２５条　大学人としての権利（	
	）は，以下の場合に停止す　
る。
第１項　ベルリン大学における学位取得。但し，学位取得者でも，当人からの意
志表明があれば，大学人としての権利をなお半年保持することができる。
第２項　他の地位の選択。すなわち国家試験の合格によるもの。
第３項　学籍登録後，４ヶ年の経過。
第４項　自らの意志によりベルリンを４ヶ月間留守にすること。
第５項　諭示退学（	
）及び退学処分。
第２６条　前条の最後の３項に該当する者で，その願いによりあらたに学籍簿を取得
しようとする者は，あらたに本章第６条及び第７条に定められた学籍登録料を支
払わなければならない。
第２７条　学生は，学籍簿を返却した場合，それによって大学人としての権利を失うだ
けでなく，その旨は警察にも通知され，その姓名は告知板に掲示される。学籍簿
を返却したのが医学生であるばあい，返却した旨が軍医アカデミ （ー
	



）にも通知され，もはやアカデミーでも
聴講することは許されない。
第２８条　邦人は，大学を卒業する旨を所属する学部の学部長に通知し，学長のもと
で，その行状（）に関する大学の証明書を受領しなければならない。そ
の手数料として学長に１ターラー，秘書官に１２グロッシェン，事務官（	
）に２グロッシェン，都合１ターラ １ー４グロッシェンを支払う。外国人は，学
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長と同様に所属する学部の学部長に大学を卒業する旨を通知しなければならない
が，その行状（）に関する大学の証明書を受領することが望ましいと当人
が判断した場合にのみ，上述の手数料を支払わなければならない。この規定の遵
守を怠った者の姓名は告知板に公示される。
第２９条　学生は，自分が聴講した講義および講義における勤勉さに関する証明書を
在籍した学部に請求する権利をもつ。この証明書は，大学事務局において作成さ
れ，学部長によって仕上げられる。その手数料として，学長に２ターラー，秘書官
に１２グロッシェン，事務官に２グロッシェン，都合２ターラ １ー４グロッシェンを
支払う。
第３０条　学生が，その旨を通知することなく，学籍簿を失効させた場合，その姓名
は告知板に掲示される。
３．　大学の監視に関して講ぜられるべき当面の議決の実施計画（カールスバート決
議）
第１条　すべての大学には，従来の理事（），あるいは政府が有能と判断した
その他の人物で，そのための訓練をうけ，拡大された権限をそなえた領邦君主の
特別の全権委任者（	

）が，大学の所在地において任用されるべきこと。
全権委任者の職務は，現行の法律（）および紀律規定（	
	

	）がもっとも厳格なレヴェルで完成するよう監視すること，大学の教員が
公的な講義および私講義をおこなう精神（）を入念に観察すること，さらに学
問的な事柄および教授方法に直截に干渉することなく，勉学する若者の将来の使
命に結びつけられた有益な方向性を教員に指し示すこと，である。究極的には，
学生のあいだに公序良俗，立派な秩序と外面的な礼儀正しい態度を奨励するすべ
てに，不断の注意をそそぐことである。この特別の全権委嘱者の大学評議会との
関係は，それぞれの活動範囲および職務遂行の詳細な規定にかかわるすべてのも
のが全く同様であるが，この全権委任者を任命するにいたった経緯を顧慮し，最
上級の国家機関からくだされる訓令において，可能なかぎり正確に確定すべきこ
と。
　　（中略）
第３条　大学における秘密の，あるいは正当とは認められていない結社にたいする
従前からの法律は，全勢力を注ぎ，整然と効力を保持すべきこと。とりわけ，数
年前に組織され，全ドイツ・ブルシェンシャフトの名で知られる朋党（）はな
お拡張しつつあるが，こうした朋党にたいしては，さまざまな大学間の継続的な
連携および連絡を絶対に容認できないという前提が基本方針である。政府の全権
委任者には，この点を顧慮し，格別の配慮が義務づけられる。――各国政府は，
現下の決定を告示したのち，あきらかに秘密の，あるいは正当とは認められてい
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ない結社にとどまる個人，あるいは，このような結社に入る個人はいかなる公職
につくことも許されないという点で意見が一致した。
第４条　政府の全権委任者によって承認された，あるいはその提議にもとづく大学
評議会の決定によって，大学から追放された学生，あるいは，こうした決定から
逃れるために大学を退去したものは，他の大学への入学は許されない。いずれに
しても，素行善良の証明証もなく，他のいずれかの大学を自ら放棄した学生は大
学に受け入れられない。
４．　学生の学籍登録のための連邦決議
第１項　各国政府は自国の大学に学籍登録のための独自の委員会（）を設
置する。委員会には，政府の特別の全権委任者，もしくは政府からそのために任
命された代理人が出席する。――学生は，すべて到着後２日以内にこの委員会に
学籍登録を申請しなければならない。規定による講義開始の８日後には，政府が
指定した当局の許可なく学籍登録はおこなわれない。とくに学生が合法的な支障
の理由を証明することによって申請が遅延したことを釈明することができる場合
にかぎり，許可される。――すでに大学に学籍登録した学生も，各学期の始まり
に，学籍登録のために指定された時間に委員会に出頭し，学期間中の事柄につい
て報告しなければならない。
第２項　学籍登録を願い出る学生は，委員会に下記の書類を提出しなければならな
い。
１）　大学において勉学はじめる場合――その学生の帰属する領邦（）の法律に
規定されるような，大学での勉学のための学問的な準備状況に関するもの，
および道徳的な素行に関する証明書。いまだに当該規定が存在しない場合に
は，免除される。各国政府は，この証明書に関して公布された法律を連邦総
会への報告によって相互に通知する。
２）　学生がある大学から他の大学へ移る場合，また以前にいずれかの大学に在籍
していた場合――勤勉と道徳的な素行に関する証明書。
３）　学生が大学における修学を一時的に中断した場合――それ以前に相応の期間，
滞在した土地の当局の素行に関する証明書。それには，同時に同人が公的な
教育施設に通学していないことが記される。身分証明書および私的な証明書
は，要件を満たさない。ただし，ドイツ以外の土地から来訪する学生の場合
には寛大に取り扱われる。
４）　なお父権あるいは後見人のもとにある学生のばあい――両親あるいは，その
地位を代理し，学生が受け入れられる大学にそこから送りだされることが当
局によって認定された証明書。これらの証明書は，身分証明書とともに，学
生が卒業するまで，学籍登録委員会（	


）において
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保管される。――すべてが妥当であるとみなされる場合，学生は通常の学籍
簿を受け取る。
連邦政府は，身分証明書が認定された証明書のかわりとみなされないことに
ついて指令を出すであろう。
第３項　素行に関する証明書には，その刑罰が軽微であったしても，刑罰の原因が
禁止された結社によるものであると判定される場合には，もらさず記載されなけ
ればならない。他の重大ではない違反による処罰については，当局の裁量により
記載しないか，あるいはただ一般的な概要について記載される。証明書には，す
べて（可能であれば理由を記載し）禁止された結社への参加の嫌疑がかけられて
いるか否か明記されなければならない。――いずれの学生も，学籍登録のさいに
適宜これらの証明書を提出することができるよう，早めに請求しなければならな
い。当局は，これらの証明書を猶予なく発行しなければならない。拒絶の理由が
明示されない場合には，学生の要請に応じて，その理由が証明されなければなら
ない。拒絶された場合には，当局に抗告（）をおこなうことができる。学生
が学籍登録を申請するさいに，必要な証明書を提出することができない場合，学
籍登録委員会の裁量により，まず学籍登録しないまま，講義を聴講することが許
可されることもありうる。ただし，大学の法に拘束され，講義を聴講することも
許される。しかし，大学からは，証明書を発行，あるいは認証する当局にたいし，
ただちに遅滞なく発行するよう通告すべきである。
第４項　学籍登録は，以下の場合には拒絶される。
１）　学生の申請が遅れ，しかもそれについてじゅうぶんに釈明できない場合（第
１項）。
２）　必要な証明書を提出することができない場合。（中略）
３）　申請者が諭示退学により他の大学から退去させられたばあい。（中略）
４）　申請者にたいし，禁止された結社に所属し，しかも満足できるほどに結社か
ら身をひくことができないという明白な嫌疑がかけられている場合。
（以下，略）
５．プロイセン憲法
第４５９章
　．　大学の規則（	）
．　大学は，若者の研究教育を目的とする国家施設である。大学は，国家の関知と
認可によってのみ創設され，教授陣，学籍登録した学生および庶務のために雇用
された官吏や下級官吏からなる，特権を賦与された団体（）である。大
学は，神学部，法学部，医学部，哲学部という伝統的な４学部に区分される。（中
略）
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　　（中略）
第４６２章
　．　学生の境遇
．　大学の自由な選択は，プロイセンにおいては，二重に制限される。すなわち，
）ふたたび放棄されたが，他邦の大学に遊学することを禁止することによって制
限される。）邦人が，大学における勉学に制限された公的な地位あるいは医療活
動の認可をめざす場合には，いずれかの領邦大学に在籍しなければならない一定
の期間が確定されたことによって制限される。後者の場合には，プロイセンの臣
民（）は，その勉学期間の３学期をいずれかの領邦大学に在籍しなけれ
ばならない。
．　大学のメンバーへの学生の受け入れは，学籍簿への登録によっておこなわれる。
勉学のために大学におもむいた者は，学籍登録をおこなう義務がある。諸大学に
は，学籍登録のための委員会が独自に存在する。学籍登録後，学生は学部長に学
籍簿を提示しなければならない。
．　学部長ならびに大学評議会は，学生の勤勉さおよび生活（）を監視する
義務を負い，著しく怠惰であり，自堕落な生活を送っている場合には，警告しな
ければならない。しかし，警告が無為におわるときには，両親あるいは後見人，
ならびに彼らが奨学金を受けとっている関係当局に通知しなければならない。学
生の聴講届の義務および謝金の支払いのための学生の義務については，特別の規
定および規程が公布された。
　　（中略）
．　困窮した学生のためには，無料給食や現金の支給による生計の支援のために大
学の基金や奨学金があてられる。これらは，概ね特定の数大学に割り当てられる。
こうした奨学金については，奨学金が勤勉さの欠如により寄贈者の意図を踏みに
じるような学生に給与されることをなくすために，その貸与が大学当局，あるい
は大学当局の委託を受けた監視機関によっておこなわれるように，特別の試験が
規定されている。必要とされる貧窮に関する証明書については，多様な規定が定
められている。
．大学での修学期間は，神学，法学，哲学の学生については，公的な職に就くこ
とを希望し，そのために指定された国家試験（	

）を受験する意志があ
る場合には，３年（），ただし，医学生については，臨床医（	

）としての認可を得ることをめざす場合には，４年（	）と確定され
ている。これに関する特例は，通常，発令されない。
．いかなる邦人も，大学を卒業するさいには，大学で聴講した講義，利用した研
究所（），ならびに大学在籍中の学生の素行に関する証明書を含む卒業証明
書（	
）を請求しなければならない。こうした卒業証明書を持参しな
広島修大論集　第４６巻　第１号（人文）
―　　―２５４
ければ，いかなる邦人も，大学での予備教育を要求される職業に雇用されること
はない。大学を卒業するさいに大学在籍に関する証明書を切望する外国人は，邦
人の卒業証明書として規定された書式でのみ証明書を受けとることができる。
６．　領邦諸大学，ミュンスターのアカデミーおよびブラウンスベルクのリツェウム・
ホジアヌムの学生のための規定
第１条　領邦諸大学，ミュンスターのアカデミーおよびブラウンスベルクのリツェウ
ム・ホジアヌムに，学生として受け入れを希望するものは，自己の品行について
証明しなければならない。これまでに他の大学に在籍した経歴のあるものは，そ
の大学から発行された卒業証（	
）を提示しなければならない。
第２条　プロイセン人（）の受け入れには，さらに，ドイツのギムナジウム
の習熟証（	）を持参する必要がある。数学，自然科学，あるいは近代外
国語を研究しようというプロイセン人は，ギムナジウムの習熟証をプロイセンの
第一級実科学校（	１）の習熟証にかえることができる。受け入れ
たのち，学生が研究の主要対象として選択した学問領域の学部に学籍登録される。
第３条　第２条にもとづく習熟証を取得していないが，ほかの方法で大学の講義を
聴講するためにじゅうぶんな教養（）を身につけていることを証明したプロ
イセン人は，大学理事官（）（理事会（））の特別の許可によって，
４学期間，大学に受け入れられ，哲学部に登録される。許可を得た場合には，同
時に，大学への受け入れによって，かれらが将来的に大学のおける勉学を前提と
する国内の国務（）や聖務（	
）につくことの許可を請求する
権利をもたないことが明示される。こうした学生の卒業証には，かれらが本項の
規定に準拠して受け入れられたことが注記される。大学理事官（理事会）は，最
初の４学期が経過したのち，２学期の延長を許可する権限をもつ。
第４条　非プロイセン人（	
）は，大学の講義を聴講するためにじゅうぶん
な教養を身につけていることを証明するかぎりにおいて，大学に受け入れられ，
各学部に登録される。
第５条　下記に該当する者は学生としては受け入れられない。
第１項　帝国，プロイセン，自治体の官吏または教会官吏（	
）
第２項　特別の規定が例外を正当化しないかぎりにおいて，プロイセンの他の公
立の教育施設の在籍者
第３項　実業者の地位（	
）に属する者
第６条　受け入れの申請は，規定された学期はじめの３週間以内におこなわなけれ
ばならない。遅れが特別に証明される理由によって正当化される場合にかぎり，
大学理事官（理事会）の承認によって，申し込みの遅れは例外的に認められる。
第７条　そのほかに，１８７９年１０月１日付の規定第１節は，学生が学籍簿（受け入れ証
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書（	
））によって講義の届け出簿（	
）をうけとること
を規定している。
※小論は，広島修道大学総合研究所２００４年度調査研究費による研究成果の一部で
ある。
